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                午前10時00分 開議 

                （出席議員数18名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） これより、本日の会議を開きま

す。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 本日の会議録署名議員には、 

        大 西 三奈子 君 

        関 野 常 勝 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 日程第１、昨日に引き続き、市

政に関する一般質問を行います。 

 それでは、ただいまより渋谷正文君の質問を行います。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） -登壇- 

 おはようございます。 

 さきの通告に従いまして、順次、質問をいたします。 

 本市農業が抱える課題と対策についての１点目は、Ｉ

ＣＴを活用した農村部における情報インフラ整備につい

てお伺いします。 

 我が国における農業は、他にかけがえのない最も重要

な基幹産業であって、勘と経験から形成されるすぐれた

技術が存在し、その土地で長く培われたノウハウが日本

の農産物の高い品質を支えてきた側面があります。しか

し、後継者不足により農家が廃業してしまうことにより、

勘と経験から形成されるすぐれた技術の継承が困難とな

り、その結果として、国産農産物の質の低下につながる

おそれがあります。 

 農業は、食という私たちの生活の根幹を支える産業で

あり、農業が衰退すれば、海外から輸入する食料への依

存度をさらに高めることになります。そのため、農業が

抱える諸課題にいかに取り組むかが今後の日本の生活を

左右する大きな鍵となります。よって、総合品目供給産

地として、富良野農業が果たす役割はとても大きいもの

があります。 

 こうした課題を解決する手段として、近年では、農業

分野においても技術革新が進み、ＩｏＴやＡＩ（人工知

能）を活用したスマート農業が加速しつつあります。 

 第３次富良野市農業及び農村基本計画では、踏まえる

べき本市農業の主要な課題・事項として、（３）主要作

物の振興および生産条件整備の③スマート農業の推進の

中で、「働き手不足を補い、かつ、一戸当たりの耕作面

積の上限を引き上げるためには、ＩＴ技術等を用いたス

マート農業により、省力化・効率化を進め、労働負担の

軽減を図ることが必要である。」こと、また、（６）農

村の維持・振興では、②情報インフラの中で、「現代の

生活基盤として、また、スマート農業の推進のためにも

大容量のデータ通信ができる環境整備が必須となってい

る。農村部でも整備が一定程度進んでいるが、今後の拡

充が課題となっている」と述べられております。 

 ここで、三つの点をお伺いいたします。 

 一つ目に、私が行いました平成29年第１回定例会一般

質問では、農村部の情報インフラ整備の方向性について、

情報通信利用の実態と、将来はどういう利用方法を希望

しているかを把握し、長距離無線ＬＡＮによる方式、光

回線で接続する方式、その他の情報通信機器を用いる方

式などについて、整備費用に加え、利用者の通信コスト

も考慮して総合的に検討するとの答弁がありました。現

在まで進めてきた総合的な検討の経過についてお伺いし

ます。 

 二つ目に、第３次富良野市農業及び農村基本計画を踏

まえ、富良野農業、農村におけるＩＣＴ技術やＡＩ技術

等を活用したスマート農業を進める上で、課題解決のた

めに、農村部全域をカバーする情報インフラの整備が必

要となってくるのではないか。所見を伺います。 

 三つ目に、情報インフラ整備を進めることによって、

10年先、20年先も総合品目供給産地として富良野農業は

成り立っていけるのか。労働力の必要性及び方向性につ

いてお伺いします。 

 ２点目は、未整備地域における光ファイバ等の超高速

ブロードバンド基盤の整備についてお伺いします。 

 未整備地域におけるＩＣＴ基盤の整備については、今

後の人口減少や人口流動に伴う集落の状況や、地域ごと

に異なるニーズを十分に踏まえつつ、医療、教育等の社

会的課題の解決や地方創生に資するよう進める必要があ

ると考えます。農業関係の各団体や懇談会等の意見交換

の中でも、農村地域から要望があることは市側も認識し

ていることと思いますので、二つの点をお伺いします。 

 一つ目に、「基本的に拠点まで38.8キロメートルの整

備をさせていただき、敷設された両サイドおおむね150

メートルの範囲のお宅については、そこから引き込みが

可能」との当時の答弁がありますが、実際には申し込み

を断られたというケースがあったと聞いています。未整

備地域における公共施設等まで整備後の農村地域におけ

る現在の状況についてお答えください。 

 二つ目に、市民要望を踏まえ、富良野市域全域にひと

しく情報通信技術に接する機会を提供する施策に転換す

べきではないでしょうか。農村地域における面的整備が

必要と考えます。市の見解を伺いまして、第１回目の質
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問といたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 渋谷議員の御質問にお答えします。 

 本市農業が抱える課題と対策についての１点目、ＩＣ

Ｔを活用した農村部における情報インフラ整備について

でありますが、平成29年度から新たにスマート農業促進

支援事業に取り組んできており、ＧＰＳを活用したトラ

クターの自動操舵システムや、ハウスの環境制御システ

ム、農薬散布用ドローン、クラウド営農支援ソフトの導

入を支援してまいりました。 

 あわせて、市が主催するふらの未来農業ＥＸＰＯにお

いて、スマート農業に関する研修会や農機等の展示、実

演会の開催のほか、先端技術開発に取り組むメーカーや

先進的農場への視察を行うなど、スマート農業の啓発に

努めてきたところであります。 

 また、第３次農業及び農村基本計画の策定に当たって

は、農業団体役員、青年部、女性部、部会等との意見交

換を行い、その中でスマート農業へのニーズを把握して

まいりました。今後は、より高度なスマート農業の実現

に向け、農業者を中心とした（仮称）スマート農業研究

会の立ち上げを検討してまいります。 

 次に、農村部全域をカバーする情報インフラの整備に

つきましては、（仮称）スマート農業研究会の支援とと

もに、情報ネットワーク環境の整備については、国の動

向を注視し、調査研究してまいります。 

 次に、本市の農業を総合品目産地として維持するため

の労働力の必要性については、農作業の省力化、軽作業

化等を目的としてスマート農業を推進してまいりますが、

園芸作物においては、依然として人手を必要とする作業

が多くありますので、引き続き労働力確保対策に取り組

んでまいります。 

 ２点目の未整備地域における光ファイバ等の超高速ブ

ロードバンド基盤の整備についてのＩＣＴ基盤の整備経

過についてでありますが、農村地域における光回線の整

備につきましては、平成26年に市内全域総延長264キロメ

ートルの整備費用を試算したところ、総額12億4,800万円

という結果でありました。 

 また、平成27年に、地域住民の利用意向を把握するた

め、未整備地域全1,896世帯を対象にアンケート調査を実

施したところ、回答された690世帯のうち、光回線が整備

された場合には新規に加入したいと回答した方は29％に

とどまったことから、全世帯への光回線整備は投資効果

が見込めないと判断し、平成29年度に、小・中学校等の

公共施設のほか、布部市街地、麓郷市街地、東山市街地

を含めた43キロメートルの光回線を整備したところであ

ります。この整備により、475世帯が光回線を接続するこ

とができるようになり、そのうち、本年11月末時点で、

113世帯、24％が加入したところであります。 

 次に、市内全域への情報通信技術の提供につきまして

は、通信環境の変化と市民要望を踏まえ、北海道総合通

信局と補助事業の可能性について、また、ＮＴＴ東日本

と技術的な整備の可能性について、それぞれ協議してい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） それでは、順次、再質問をさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、１点目の本市農業が抱える課題と対策について

でありますけれども、これまでの検討経過について御説

明いただいたのですが、どうして私が今回この質問をす

るかというと、実は、ＩＣＴを活用した今回のスマート

農業というのは、農業界にとって革命的なことでありま

す。どういうところと比較するかというと、例えば、戦

後、種子の生産性、いわゆる良質な種子を生産すること

になったことや、化学肥料ができて、それを投下するこ

とによって穀物が大量に生産できるようになったという

技術革新、こういうようなところと同じぐらいのインパ

クトがあるのではないかなというふうに私は思っており

ます。 

 また、富良野地域においては、コールドチェーン、い

わゆる冷蔵したものを産地から消費地まで一貫して運べ

る体系をつくった。これは、実は富良野農業が北海道で

一番最初にできたのですね。こうした一番最初にできた

というところから、これは、実はニンジンが洗いニンジ

ンとして全国の各市場に届けられるようになって、その

ニンジンの品質のよさがすばらしいということで、富良

野野菜の、富良野の農産物のよさが全国に行き渡り、こ

れをスタートとして、その後の野菜振興、いろいろな品

目ができてきて、そして、その野菜も予冷をかけて出荷

できる、そうした体制ができる、今回のスマート農業と

いうのは、それぐらい大きな位置づけにあると私は思っ

ているのです。 

 まず、一つは、１番目にありましたスマート農業の促

進事業を今回行っているということでありますけれども、

現在の取り組み件数について、そして、令和元年度の動

向について、見えるところでお示ししていただければと

思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 本市のスマート農業促進支援事業の取り組み状況でご

ざいますが、平成29年度から富良野市単独の新規事業と
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して実施してまいりましたが、ハウスの環境制御、それ

から、トラクター等のＧＰＳを使った自動操舵、30年度

からはクラウド営農支援のシステム等の導入、さらに、

本年度からは農薬散布用のドローンの導入につきまして

も品目等を年々ふやしてきているところでございます。

ハウスの環境制御につきましては、平成29年度に８戸、

30年度が４戸、本年度は既に５戸ということで、合計17

戸の導入になってございます。トラクター自動操舵につ

きましては、29年度が８戸、30年度が６戸、31年度が２

戸ということで、16戸の導入、クラウド営農支援につき

ましては、30年度が１戸、ドローンは本年度からで２戸

ということで、全ての合計で36件の導入状況でございま

す。 

 これにつきましては、スマート農業はどんどん進歩し

ていく、進化していくと思われます。メニュー等も、生

産者の方々と協議しながら実用になったものから取り入

れていく考えでございますので、来年度以降も継続して

まいりたいという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） スマート農業促進支援事業の状

況について、いま、件数も示していただいたのですけれ

ども、例えばトラクターの自動操舵については、いわゆ

る運転をアシストするもので、トラクターを直進させる

ときにずれないようにちょっとずつアシストするような

機能なのかなというふうに思いますが、これは、スマー

ト農業においては入り口の部分でしかありません。実際

は、こうした自動操舵から、さらにはロボットのように

無人、いわゆる乗っていて特に操縦をしなくてもそのま

ま動くもの、さらに、その先には遠くで見ていても機械

が何台も自動で動き出す、そういう段階を踏んでスマー

ト農業というのは進んでいくのかなと思います。さらに

は、そのトラクターにいろいろなセンサーがついて、そ

のセンサーの情報をもとに例えば施肥量を変えたり、そ

この収穫量がこれぐらいあるというような情報をもとに、

これはトラクターではないですけれども、収穫期におい

ては、そうした情報をもとに、これからここにどういう

ような施肥を、いわゆる土地に対するいろいろな資本投

下をしていくかということにつながると。そうしたこと

が、さらには、机の上で、営農計画だとか、そういうよ

うな農業基盤を経営者がしっかりと考えるというところ

につながる。こういうような流れがスマート農業にはあ

るのかなというふうに私は思っております。 

 ですから、いまは入り口の部分でしかないですね。今

回、自動操舵の導入を16戸の方が行っているということ

ですけれども、そうした導入後の声といいますか、そう

したところはどういうふうにつかんでおられるのか。こ

の後、どのようなことをしていきたいというような状況

も含めて、市側がどういうふうにつかんでいるのか、お

知らせいただければと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 スマート農業促進支援事業のうち、トラクターの自動

操舵システムについての効果といった御質問かと思いま

すけれども、いままでは人がフルについてハンドルを握

って運転しなければならなかった部分につきまして、あ

る程度、自動でかじ取りができますので、その分、ほか

の作業が一緒にできるとか、楽になったとは言いません

けれども、非常に省力化できたという御意見はいただい

てございます。 

 最終的には、いまおっしゃったように、テレビドラマ

等でもございましたロボットトラクター、そちらの方向

にも進んでいこうと思いますが、富良野市におきまして

は、まだそこまでの機運は高まっていない状況でござい

ますので、こちらのほうも新しい技術が実用化された段

階で検討してまいりたいと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） スマート農業の入り口となるト

ラクターを実例に出しましたけれども、そうした作業軽

減を図る仕組みから、その次のところへの機運が高まっ

ていないといういまの答弁だったというふうに思ってお

ります。 

 この機運を高めるものは何かなというふうに僕も考え

てみると、実は、遠くにあるものでこれをやっています

ではなくて、身近にある実証モデルを見て、ああ、こう

いうふうになるのだなとか、農業者というのは見ていな

いようで見ているので、この人がこういうふうにやって

いたら、自分はこういうふうにやってみたいなというふ

うに膨らませていくというか、私も以前、農業にかかわ

っておりましたので、そうした農業者の思いというのが

あるのかなというふうに思っております。 

 ただ、国では69の実証モデルを各地域に持っています

けれども、富良野市は手挙げをしていないものですから、

そうした実証モデルが現在はないのです。その中で、い

ま言われた機運が高まるということとどういうふうに組

み合わせていくかというのは、計画づくりもそうですけ

れども、先ほど申し上げました（仮称）スマート農業研

究会の立ち上げが非常に重要になってくるのではないか

なというふうに思います。 

 現在、この（仮称）スマート農業研究会の立ち上げに

おいては、今後も検討するということでありましたけれ
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ども、そうしたところに手挙げをする人がなかなか少な

いのではないかと。僕も、少し歩いてみると、そういう

感触が薄いように思います。ここのところをもう少しプ

ッシュすることが必要ではないですか。ぜひとも、関係

機関を通じてスクラムを組んで前に進めることができれ

ばいいのかなというふうに思っておりますが、見解を伺

います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 近所に実証モデル等があれば、それを見ながらという

ことですけれども、実際、トラクターあるいはハウスの

換気等を見ながら、うちもいいなということで導入され

た方もいらっしゃいます。 

 今回、さらに高度なスマート農業等を進めるために、

研究会という形で、まずは自分の地域でどういった方向

性を目指そうか、あるいは、自分の経営、営農状態の中

でどういうスマート農業が活用できるだろうかというこ

との意見交換なり情報収集、あるいは、ちょっと遠くな

りますが、ほかの地域での状況等を確認しながら検証し

ていくと。そのために、本年度の補助事業との関連でご

ざいますけれども、ハウスの栽培等の部分についてもま

ずはこの中で意見交換ができるようにということで、形

的にはスマート農業を研究できる場が組織されたところ

でございます。これも、いろいろな地域でどんどん進め

ていくように、関係機関と連携しながら、市のほうでも

プッシュしてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） 私がどうしてここにこだわるか

というと、農家個々が行うものとしても適当かとは思い

ますけれども、産地として、地域として取り組むことが、

この地域における農業生産額の高まりにつながるものだ

というふうに思っているのです。個人でやることも結構

ですけれども、産地として、地域として、スマート農業

に取り組むという必要性をしっかりと持って、情報もい

ろいろな形でばらばらありますけれども、そうしたもの

もしっかりと集めて、より高度化していくことが大切か

なということで、今回、伝えております。 

 こうした私の考えをもとに、ぜひとも、今後も、（仮

称）スマート農業研究会の立ち上げにとどまらず、そう

した新たな実証に向けて進んでいただきたいというふう

に考えておりますが、新たな実証に向けて、どこまでそ

うした思いがあるのかというところを私はお聞きしたい

のですけれども、現状、お話しできるところまでで結構

ですので、お願いしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 新たな実証の検証、あるいは、それへの取り組みでご

ざいますけれども、いま、国のほうでも来年度の予算が

固まりつつある状況かと認識しております。 

 これにつきまして、もし活用できるものがありました

ら、富良野市でどのように利用できるかも含めながら、

今後、実施されているところへの視察等も含めて、富良

野で取り入れる方向を検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 補足答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） 渋谷議員の御質問に補足で御答弁

させていただきます。 

 渋谷議員の御指摘のとおり、スマート農業の重要性と

いうことについては十分に認識させていただいておりま

す。実証実験を含めて、この後、具体的にどういう取り

組みを進めていくのか、あるいは、そうした取り組みを

どのように農業者に提案していくのかという御質問かと

いうふうに思っております。 

 実証することについては、なかなか難しいところがあ

るかなというふうに思っております。道内の中でも、実

証実験、それから進んで実装の取り組みを進められてい

るところもございます。その発端になっているのが、も

ともとは改良事業が進められていた大規模区画の中で、

どういう効率的なトラクターの運用ができるのかという

ところから、いまの自動運転の実証実験に入ったという

ふうに思っております。たまたま富良野にはそういった

環境がございませんので、どういう形で実証実験を取り

入れていくのかということになろうかと思いますが、い

まの部分について言えば、先ほども御提案させていただ

いたとおり、研究会の立ち上げ、そして、その研究会の

中で、農業者がスマート農業に対してどういう思い、そ

して可能性を考えているのか、みずから生み出していた

だくことが必要かというふうに思います。 

 前段で御質問のあった富良野農業の持続的発展という

ことで言えば、まさにＩＣＴを活用した情報共有という

のは、高齢を迎えた方々がリタイアしていったときに、

その人たちが培ってきた技術も含めて情報を共有してい

くことが大切になってこようかというふうに思います。 

 加えて、議員からも御指摘がありましたけれども、い

わゆるドローンから始まると、ドローンで生育を監視し、

その生育に合わせた施肥を行い、そして、いまはどうい

う生育状況にあるのか、また、次の年になれば、その生

育状況に合わせてどういう耕作が必要なのかという組み

立てが可能になってくるというふうに思っております。
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そうした意味では、いまの農業を取り巻く環境として、

労働力が少ない、あるいは専業農家が減ってきていると

いうようなところから、大規模化が進んでいるというこ

ともありますけれども、そういったところからすると、

いま申し上げたような技術だけではなくて、まだまだ発

展可能な部分があろうかと思いますけれども、そういっ

たものも同時に国の動向を踏まえながら情報を提供して

いく、あるいは、行政の考え方を理解していただくとい

うようなところから始まっていこうかなというふうに思

いますので、御理解いただければと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） 市長は、農業者でもありまして、

大変造詣も深く、そして、ただいまの補足答弁も実情を

踏まえて言われておりますので、こうしたスマート農業

を一層加速できるように進んでいただきたいなというふ

うに思っております。 

 そのために、実は、私も少しだけ調べさせていただい

たのですけれども、国も後押ししています。ＪＡグルー

プも、北海道中央会も、いわゆるＩＣＴ、スマート農業

についての後押しをしています。全国農業委員会も、Ｉ

ＣＴ、スマート農業について後押ししています。国のほ

うでも、農林水産省だけではなくて、総務省でもそうし

た新たな農業の面的整備についての後押しをしようとい

うことで、令和元年度ではこれまでの予算の８倍もつけ

るようなメニューも出てきている。 

 こうしたところを踏まえると、あとは、地域でどれだ

け具体の絵を描ければスマート農業が進んでいけるかと

いうところだというふうに思います。ここでスマート農

業の絵がしっかりと描けることが前提になって、私は、

こうした情報インフラの整備が必要になってきますよね

という最初のしっかりとしたメニューがあって、情報イ

ンフラを構築するのだという理由づけができるというふ

うに思うのです。こうした展開を踏まえていくために、

実は、こうしたスマート農業の施策をしっかりと固めて

おくことが私は重要であるというふうに思っております。 

 私のこうした情報インフラの整備の考え方については、

しっかりとした考えがあってインフラ整備を行うことで、

いろいろなスマート農業、５Ｇですとか、そうしたこと

も想定できる農業が展開されるのではないかなというふ

うに思っております。 

 こうした考えについて私は意見を申し上げましたけれ

ども、その思いを市長はどのように考えられるか、お答

えいただければなと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） 渋谷議員の再質問にお答えさせて

いただきます。 

 思いの部分ということになりましたけれども、前段で

申し上げたとおり、こうした取り組みというのは、議員

も一番最初に言われていた、いわゆる革命的な取り組み

に変わっていく、また、社会全体がいまはそういう動き

にあるということでありますから、その中でこれらを導

入して農業をどういうふうに育てていくかということで

あろうかというふうに思います。 

 計画をどのようにつくるのか、ビジョンをどのように

描くのかということでありますけれども、前段で申し上

げたとおり、研究会の中で農業者と協議をしながら方向

性を定め、その方向性も、持続可能な、どんな社会にな

っても富良野農業を守っていける、育てていけるような

絵をつくり上げていくのが大事かというふうに思ってお

ります。 

 たまたま、いまは総合計画の策定の時期に当たってお

ります。そうした計画、あるいは農業振興計画、それぞ

れの個別計画もございますが、これもそういった中でお

示ししていければというふうに思っておりますので、御

理解いただきたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） 私は、若者にとって農業が魅力

的であるものかどうかというところの瀬戸際というか、

その分水嶺にあるのかなというふうに思っております。

この後、若者が農業をぜひやってみたい、新しい展開が

できるとなると僕たちも入れるのではないか、僕たちは

こういうふうにやってみたいというぐらいの展開であり

ますので、ぜひとも、この後、いろいろな展開をプッシ

ュできるように、高まるように推進していただきたいな

というふうに思っております。 

 農業の分野については以上にさせていただいて、次に、

未整備地域における光ファイバ等の超高速ブロードバン

ド基盤の整備についてに移ります。 

 こちらについては、市民要望の声がなかなかなくなら

ない、さらにふえてきているのではないかというぐらい、

各地域における懇談会ですとか、農業関係の方々の意見

を聞くと、出てくるわけです。これが消えないというか、

どうして出てくるかというところからすると、やっぱり、

農業ですとか、あり方が変わってきているのだなという

ことを実感いたします。 

 そこで、総務省が今後の光ファイバの整備方針につい

てということを出しているのですけれども、その中で、

こういうふうに書いてあります。平成30年３月末時点の

光ファイバ整備率は98.3％だそうです。残りの未整備地

域の世帯数は98万世帯まで減少してきていると。そして、

新しく事業を入れるのですね。これは、高度無線環境整

備推進事業という名前の事業を入れて、これまでの予算

が６億7,000万円であったものが、令和元年度では８倍の
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52億円に増額させて、現在の98万世帯から段階的に８割

減の18万世帯まで減らして、都市部との格差解消を目指

すというふうになっております。また、今後の光ファイ

バの整備方針の中では、「５Ｇも見据え、無線の活用を

前提に、地域の活性化や課題解決に有効な、効率的かつ

効果的な光ファイバ網の構築を推進する。」とあり、さ

らには、「居住地だけではなく、非居住地域（観光地、

農地など）も含めて補助対象とする」と、家ではなくて、

農地などというふうな文言が入ってきております。 

 これは、私が質問いたしました農村地域に おける面

的整備というところを後押しする国の制度ができたので

はないかなと、それについての予算も、国のほうとして

はしっかりと持つということであります。さらには、こ

の補助事業は、国の負担を３分の１から２分の１に上げ

ております。こういうふうに状況が変化してきていると

いうことでありますので、光ファイバー網の整備をしっ

かりと考えるタイミングではないかなと思い、質問をさ

せていただいた経過であります。 

 どういうふうにお考えになられているのか、再度、お

伺いしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長西野成紀君。 

○企画振興課長（西野成紀君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 総務省のほうで創設いたしました高度無線環境整備推

進事業は、地理的に条件不利な地域におきまして無線局

エントランスまでの光回線を整備する場合に、その事業

費の一部を電気通信事業者もしくは地方自治体に補助す

るもので、こうしたものが令和元年度に新規として予算

化され、先ほど御指摘のありました令和元年度の予算額

が52億円、そして令和２年度におきましては、現在、総

務省では65億円を財務省のほうに概算要望しているとい

うような情報も聞いております。 

 市といたしましても、総務省の出先機関であります北

海道総合通信局のほうとも補助事業のあり方について協

議を行っておりまして、現在、未整備地域におきます光

回線の整備につきましてはこの高度無線環境整備推進事

業によって整備ができないだろうか、こうしたことを調

査研究、検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） 現在、調査研究を進めていると

いうことでございますので、その調査研究を進めている

中で、いまの情報を受益できる地域の方々におろして、

そして、どういうような展開ができるか、そうした声と

向き合っていただきたいなというふうに思います。ぜひ、

情報をおろしていただきたいと思うのです。そして、検

討をしていただきたいというふうに思います。いかがで

しょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長西野成紀君。 

○企画振興課長（西野成紀君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 今後のこうした光回線の整備につきまして、情報等を

地域におろして地域と向き合ってというようなお話がご

ざいました。 

 市といたしましても、９月から11月に行われました地

域懇談会におきましても、今後のＩＣＴを活用したまち

づくりにおいて、遠隔医療、遠隔教育、さらには自動走

行、自動運転、さらにはキャッシュレス化、こうした時

代背景をもとにして、今後の情報整備についてはこうし

た社会になるというようなことも市民の皆様にお伝えし

ていく中で、今後、こうした基盤整備につきまして、来

年度の総合通信局の補助の意向調査につきましてノミネ

ートをしていきたいというふうに考えておりますし、で

は、どのような形で整備が可能なのかも地域の方とお話

し合いをしながら、整備の手法、可能性について探って

いきたいというふうに考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ９番渋谷正文君。 

○９番（渋谷正文君） 来年度についての言及もありま

した。地域におろすことも大切ですし、先ほど、私が最

初に農業分野について質問したときにも、（仮称）スマ

ート農業研究会の立ち上げを検討しているということで

あります。より具体的な内容について入っていくとなる

と、私は、（仮称）スマート農業研究会かなというふう

に思っておりますし、そうしたいろいろな声を拾い上げ

るという大切な作業については、農村地域と向き合うこ

とが非常に重要だというふうに思っております。 

 いまは、耕種農家の方のお話だけさせていただいてお

りますけれども、畜産分野においても非常に高度な利用

体系というのが現在行われております。ドローンですと

か、いわゆる自動操舵のトラクター以上に、牛の牛群管

理、個別認証ですね。例えば、４Ｋのカメラで見て、ど

こにどの牛がいるか、耳標をつけているところを確認し

ながら、では、牛がたくさんいる中でこの牛の調子が悪

いといったときに、獣医にそこに行ってもらうのにそれ

ほど探さないでもそこに着けるとなると省力化が図れる

だとか、この牛の餌の食いが悪いから、どういうふうに

したらいいかというのも全部データ化されるような、よ

り展開が広がるものを持たれているようです。 

 そうした展開を広げていくために、農業、いわゆる農

林の部分と総務の部分と連携をとってぜひとも進めてい

ただきたいなというふうに思っておりますが、いかがで
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しょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長西野成紀君。 

○企画振興課長（西野成紀君） 渋谷議員の再質問にお

答えします。 

 総務省の事業におきます光回線の整備と、さらに農業

分野との兼ね合いについてでございますけれども、現在、

企画振興課のほうでこうした整備をするとしましたら、

先ほどお話ししました総務省の高度無線環境整備推進事

業が該当するということで、こうしたことでまずは基盤

の整備が必要になってくるかというふうに考えておりま

す。 

 さらには、その先に、農林水産省といたしましてもＩ

ＣＴを活用しましたスマート農業の実証事業なども多々

行っていると聞いておりますので、そうした総務省の事

業と農林水産省の事業を兼ね合わせた中での調査、検討

が必要である、このように考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、渋谷正文君の質問は終

了いたしました。 

 次に、宮田均君の質問を行います。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） -登壇- 

 通告に従い、順次、質問させていただきます。 

 まず、１件目に、新庁舎建設に関して、環境への取り

組みについて質問させていただきます。 

 環境と自然に配慮したまち富良野、東大演習林、美し

い山々に囲まれた富良野、そこから流れる幾多の川は、

生物と平地を豊かに育み、そこに住む者に豊かな心と持

続可能なまちを次世代に引き継ぎます。市民との協働で

なされるごみ分別も、市民一人一人が地球温暖化防止の

ＣＯ２排出規制に一役買っています。近年のはかり知れ

ない異常気象も災害も、つくる者の責任と使う者の責任

が問われると思います。今後の次世代への取り組みの中

で、自然環境の保全、自然エネルギーの活用が必要であ

ると考える視点から質問させていただきます。 

 １点目に、次世代に向けた新庁舎建設に対して、環境

面でのＣＯ２排出規制などの具体的な取り組みは行われ

たのか。本年７月、ふらの市民環境会議が提出した市庁

舎建設に関する要望書の中で、自然エネルギーの活用、

木質バイオマスボイラーの活用、気候に合わせた建築、

電源の要らない暖房システムなどの検討もなされたのか、

お聞きいたします。 

 ２点目に、現有設備の再利用についてお伺いいたしま

す。 

 文化会館の現大ホールの椅子は、大手家具メーカーの

もので、約5,000万円以上をかけて取りかえられたとお聞

きしております。音響などの市民の財産については、使

えるものは環境面、経済面からも再利用が可能と思いま

すが、市の再利用に対する考えと対応についてお伺いい

たします。 

 次に、２件目にふらの版ＤＭＯ推進事業についてお伺

いいたします。 

 国は、地方創生の切り札として観光振興を進め、観光

客の受け入れ体制整備に向け、観光地域づくりをマネジ

メントする組織、ＤＭＯの設置を進めております。これ

は、通年観光、それに伴う通年雇用に向けた取り組みと

理解し、今後の富良野観光のあり方を示唆する重要な案

件と捉えております。ＤＭＯの拠点づくりとして、コン

シェルジュフラノ２階のフロアを市で取得し、今後のビ

ジョンと役割の明確化、人材、財源、権限の重要性など、

それらの取り組みについてお伺いします。 

 １点目に、ふらの版ＤＭＯの市民周知をどのように行

っているのか。 

 また、ふらの観光まちづくり戦略会議は、富良野市、

富良野商工会議所、ふらの観光協会、ふらのまちづくり

株式会社、富良野物産観光公社などで構成されています

が、観光まちづくりに対しては広い層の市民の意見の酌

み取りが必要と考えますので、これについて質問させて

もらいます。 

 ２点目に、ふらの版ＤＭＯ推進事業、地域ＤＭＯの進

捗状況についてお伺いいたします。 

 ふらの観光まちづくり戦略会議の事業内容についても

お伺いいたします。 

 富良野・美瑛広域観光の進捗状況と地域連携ＤＭＯと

の連携について伺います。 

 ３点目に、コンシェルジュフラノ２階について、今後

の運営主体の方向性についてお伺いいたします。 

 地域ＤＭＯ、地域連携ＤＭＯの区分けはできているの

か。 

 地元に根差した取り組みが基本となると考えますが、

地域ＤＭＯの今後の目標に向けてのスケジュール、事業

内容の方向性についてお伺いいたします。 

 次に、３件目に体育施設についてお伺いいたします。 

 公式試合のできるラグビー・サッカー場の新設につい

て。 

 2019年のラグビーワールドカップでは、国民だけでは

なく、市民の中にも感動が広がりました。富良野も、富

良野高校、旧富良野工業高校が全国大会出場を果たして

おり、名門のラグビー地域であると思います。これから

のラグビー人口、サッカー人口、それを取り巻くラグビ

ー幼児教育からサッカー幼児教育、生涯スポーツ、そし

て大会誘致を考えると、いままで富良野に公式戦のでき

るラグビー・サッカー場がなかったことが不思議なくら
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いである。市長も、高校時代は名ラガーマンとして活躍

されていました。 

 そこで、質問します。 

 公式試合のできるラグビー・サッカー場が必要と思う

が、グラウンド新設の考え方、方向性についてお伺いし、

１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 宮田議員の御質問にお答えします。 

 １件目の新庁舎建設についての環境への取り組みであ

りますが、ふらの市民環境会議から要望のあった自然エ

ネルギーの活用につきましては、新庁舎の環境配慮計画

において、光、風、水など自然エネルギーを活かした庁

舎を目指し、建築構造の高断熱・高気密化により空調負

荷の低減を図り、自然採光、自然換気を取り入れ、自然

エネルギーの活用を図ってまいります。 

 冷暖房の熱源には、一部、再生可能エネルギーである

地中熱と井水熱を採用し、空冷チラーとボイラー方式を

比較し、20％から30％のＣＯ２削減を見込んでおります。 

 次に、木質バイオマスボイラーの活用に関しましては、

ＣＯ２削減、環境負荷軽減、森林資源の有効活用などの

効果が期待できる一方、木質バイオマス燃料の安定確保

や品質の確保が重要となり、運転に関しましては専門の

管理者が必要とされております。また、建設コストに関

しては、ボイラー設備のコストに加え、庁舎内での燃料

庫、燃料の投入設備、灰出し設備等に必要な面積を確保

することが難しく、導入は困難と判断しております。 

 次に、気候に合わせた建築につきましては、自然採光

や自然換気の採用とあわせ、地中熱、井水熱の活用を図

り、熱交換式の換気システムを採用いたします。 

 次に、電源の要らない暖房システムでありますペレッ

トストーブに関しましては、庁舎のような広い空間での

実用的暖房システムとしての採用は困難と考えておりま

すが、個室空間等への利用については、今後の実施設計

において検討してまいります。 

 自然環境の保全や自然エネルギーの活用等につきまし

ては、今後も、実施設計において継続して検討を行い、

建築物の環境性能を評価し、省エネ・環境性能と工事費

のコストバランスを考慮した設計を行ってまいります。 

 次に、現有設備の再利用につきましては、既存の書棚

等の備品や利用可能な設備等に関しても再利用を検討し

てまいります。 

 ２件目のふらの版ＤＭＯの推進事業についての１点目、

市民周知と市民の声の取り上げ方についてでありますが、

ふらの版ＤＭＯ推進事業は、本市の地域ＤＭＯの設置へ

向けた調査、検討を行うとともに、地域ＤＭＯの役割で

ある、観光で稼ぐ、持続的財源の確保、人材の育成、マ

ーケティングに基づく観光戦略づくりについて、市と関

連団体が連携して企画、実施するものであります。 

 市民周知につきましては、平成29年10月から翌年３月

までの広報で観光特集として６回にわたり掲載し、地域

ＤＭＯの必要性や課題について周知してまいりました。 

 本市の観光の特性を生かし、観光地として持続的に発

展するためには、市民の観光事業への理解と幅広い事業

者の参画が必要と認識しておりますので、FURANO VISION 

2030の策定時に、ふらの観光まちづくり戦略会議で検討

するとともに、40歳以下（87ページで訂正）の市民を中

心とした策定ワーキングチームを組織し、若い世代の意

見を聞いてまいりましたが、引き続き、情報の周知や意

見の収集、関係団体との連携に努めてまいります。 

 次に、２点目の進捗状況についてでありますが、地域

ＤＭＯの検討状況は、ふらの観光まちづくり戦略会議に

おいて、観光振興財源の確保やデジタルマーケティング

に関する調査研究、閑散期対策事業の協議、地域ＤＭＯ

の先進地視察など、ふらの版ＤＭＯの設置に向けた検討

を行っております。 

 次に、富良野・美瑛広域観光推進協議会は、富良野・

美瑛エリアのブランド力向上と旅行者の認知度の向上を

目指して、アドベンチャートラベルなど新たな地域の魅

力づくりに向けた取り組みや、マーケティングとプロモ

ーション、情報発信に取り組んでおります。 

 地域連携ＤＭＯであるふらの観光協会との連携につい

ては、地域としてＤＭＯを対象とする補助事業を活用す

る場合、ふらの観光協会を窓口として事業申請するなど、

連携して広域観光事業を進めております。 

 次に、市が取得したコンシェルジュフラノ２階の管理

状況につきましては、商工観光課の使用とともに、富良

野商工会議所及びふらの観光協会に貸し付け、維持管理

に係る経費についてはそれぞれ応分の負担をしておりま

す。 

 ３点目の地域ＤＭＯの検討スケジュールと事業内容に

ついてでありますが、ふらの版ＤＭＯの検討は、平成28

年度に、市、商工会議所、観光協会、観光関係団体など

で組織する観光戦略会議の中にふらの版ＤＭＣ検討委員

会を設置し、協議、検討を進め、また、国内外の先進地

視察などの調査研究を行ってまいりました。平成30年度

に観光戦略会議をふらの観光まちづくり戦略会議に名称

変更して、観光振興に係る事業を実施する組織としてお

ります。 

 なお、ＤＭＯの推進は、当面、ふらの観光まちづくり

戦略会議が実施してまいります。 

 ３件目の体育施設について、公式試合のできるラグビ

ー・サッカー場の新設についてであります。 

 本市のスポーツ施設の整備につきましては、ふらの体

育協会から、スポーツセンター、陸上競技場、テニスコ
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ート、ラグビー場、サッカー場の整備要望が出されてい

ましたが、特に老朽化が進んでいるスポーツセンターを

最優先に次期総合計画で検討することとしておりますの

で、ただいま宮田議員からも御指摘をいただきましたけ

れども、ラグビー場、サッカー場などにつきましては、

利用者や市民の声を聞きながら総合的に検討してまいり

ます。 

 以上です。 

 御訂正をお願いいたします。 

 ふらの版ＤＭＯ推進事業についての市民周知と市民の

声の取り上げ方についての答弁の中で、FURANO VISION 

2030の策定時に、40歳以下の市民を中心としたと申し上

げなければならないところを40歳以上と申し上げました

ので、40歳以下の市民を中心としたということで御訂正

をいただきます。 

○議長（黒岩岳雄君） ここで、５分間休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時04分 休憩 

        午前11時08分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 再質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 質問の１件目ですが、次代に向け

た環境面でのＣＯ２排出規制に関して、庁舎建設におけ

る具体的な取り組み内容について再質問させていただき

ます。 

 本年７月に市民環境会議から提出されました要望書の

中の一つ一つについて検討したという市長の答弁であり

ましたが、環境に対する取り組みというのは、次世代の

富良野市の方向からいっても、私は非常に大切なものだ

と認識しております。庁舎が環境にどれだけ配慮したも

のになっていくかということについては、これからのま

ちづくりにも関係してくることだと思っております。 

 そこで、ふらの市民環境会議からこの要望書が上がっ

た時点で、この要望書の中身について市民と話し合われ

たのか。先ほどもありましたが、自然エネルギーの活用

の中で、太陽光パネル、そしてインバーター式チャージ

コントローラーなどは、利用価値が非常に高く、冬場で

も電源が確保されるという面では、今後、非常に有効な

ものだと思います。そういう意味では、将来に向けた環

境面での取り組み方について市民環境会議と一緒に検討

されたのか、あるいは、その結果を市民環境会議に報告

されたのか、太陽光発電などの中身はどのぐらいの熟度

で検討されたのか、再度、お聞きいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 一問一答ですから、一つずつや

りますので、整理してください。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） ふらの市民環境会議が提出した要

望書における自然エネルギーの活用の部分で、太陽光パ

ネルなどの現実的な提案がされています。これらについ

ては、環境会議としっかり討議されて、そして、その結

論はしっかりとこの基本計画の中に生かされたのか。い

ま言われた答弁の内容からいくと、何度も聞いています

が、ＬＥＤの使用も……（発言する者あり） 

 とりあえず、そこら辺で再質問とさせていただきます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 市民環境会議の要望書の中で御提案のありました太陽

光発電システムの関係につきましては、まず、もともと

基本計画の段階でも検討させていただいております。太

陽光発電システムは、設置コストに比べて費用対効果が

非常に低いこと、そして、現在、設置費に対する補助は

かなり低いメニューしかないこと、それから、建設コス

トを回収するのに90年近くを要するというように試算し

ております。また、太陽光発電システムは、環境配慮と

しては考えられるシステムでありますけれども、災害時

の実用的な利用に関しては蓄電池が必須ということもあ

り、パネル及び蓄電池の維持更新費用を考慮すると、ラ

イフサイクルコストで劣るというふうに判断し、計画か

ら除いている状況であります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 前段でも申し上げましたが、いま

まで、環境に配慮したまちづくりということで取り組ん

できた富良野の姿勢というのがあると僕は思うんですよ

ね。 

 そこで、この建物の中で、光、風、水、高断熱でＣＯ

２が20％から30％削減されるということでありますけれ

ども、そうしたら、いままでのごみの分別収集も経済面

のことばっかりでやっていたのでしょうか。そうではな

くて、向いている先は、やはり、ＣＯ２削減など地球環

境との関係を非常に意識した取り組みだったのではない

でしょうか。 

 そういう面からいっても、ただ経済だけではなくて、

次の世代にしっかり引き継ぐような検討内容というのが

必要だったのではないかと思いますけれども、もう一度、

その点について質問させていただきます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答
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えいたします。 

 新庁舎の計画に当たりまして、ライフサイクルコスト

と建設コストについては市民からも非常に要望がありま

して、まずは建設コストを抑えるといったことがありま

す。さらに、環境面にも配慮したシステム、設備等を検

討していく中で、建設コストとランニングコスト、そし

て、環境といった面からコストバランスを比較して設備

等の導入を検討してきたところでございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 環境面に対しての取り組みについ

ては、非常に残念だと言わざるを得ないと思います。 

 やはり、世界が、地球が、日本が、そしてこの富良野

が、今後、どういうふうに環境面と向き合っていくのか

という姿勢に対して、経済に翻弄された中でその方向性

を見失っているのではないかと僕は思うのですが、その

点についてお伺いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 環境面に関する考え方といったことかと思います。 

 いま、新庁舎の実施設計を行っておりますが、その中

で、建築物の環境性能の評価するために、ＣＡＳＢＥＥ

と言われる建築環境総合性能評価システムというものが

ございます。このシステムを活用しまして、建築物の建

設維持管理費等により発生するさまざまな環境負荷を多

面的に評価できますので、こうした環境性能等を評価し

て環境に優しい庁舎を目指して実施設計をしていきたい

というふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） この間の実施設計のプロポーザル

でも、いまの環境面の関係で、ああいう点数のつけ方と

いうのは非常に大事だなと僕は思うのです。あのプロポ

ーザルについては、大成さんではなくて、もう一方の点

数のほうが高いというように見ておりましたけれども、

選定委員としては、環境面での評価をどういうふうにな

さって判断しているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 通告の内容で質問してください。 

 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 先日行われました優先交渉権者のプロポーザルのお話

かというふうに思います。 

 その中で、確かに、環境に配慮するといったような項

目もございます。いまはその結果等が手元にないので、

どちらがどうだったかというようなところは申し上げる

ことはできませんけれども、評価項目にはもちろん環境

面はあります。それから、地元の経済に対する評価とい

うのも、もともと大きく評価させていただいております。

さらに、全体の建設コストに関する評価、あるいは、企

業の評価といったところから総合的に評価されて優先交

渉権者が選定されております。その中で、環境評価の部

分もあるというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） いま、内容や点数についてわから

ないと言っていましたけれども、環境面の評価として点

数に差があったわけですね。選定された建設会社より、

参加した建設会社のほうの点数が高かったと。そこら辺

の評価は、どんな項目で、どういうふうな形で環境面の

ことを考えられたのかということをお聞きしているので

す。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 プロポーザルにおける各者の環境面に対する評価とい

ったような内容かと思います。 

 各者が提案してきておりますプロポーザルの技術内容

というのは、各者で考えてきているものであり、こちら

のほうから、こういうことを提案してくださいというふ

うに言っているものではございません。中には、先ほど

申し上げましたように、ＣＡＳＢＥＥによって環境性能

評価をするという会社もございます。ですから、それぞ

れの項目に対する点数ということではなくて、参加され

る業者の提案とヒアリングを受けて、それぞれの評価委

員によって点数がつくといった内容になっています。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） それでは、次の質問に移らせてい

ただきます。 

 環境面、経済面で見た現有設備の再利用についてお伺

いいたします。 

 文化会館を例にとって、大ホールの椅子、その他、音

響設備についてはどれぐらい検討されたのか、具体的に

お示しください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答
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えいたします。 

 現有設備の再利用の検討内容といったような質問かと

思います。 

 いまありました文化会館の客席というお話につきまし

ても、現存の設備等を確認させていただきまして、再利

用が可能かどうかを検討させていただきました。その中

では、確かに、文化会館の客席はまだ新しく、設備を入

れかえたばかりだといった感覚というか、私自身もそう

いうふうに思っておりました。しかし、20年近く経過し

ているものであり、現存の設備を確認したところ、金具

や機構等が強度的にちょっと弱いという評価をしており

ます。また、ファブリック、布地の部分等に関しても、

ぱっと見るとそうでもないのですが、やはり傷みがあり

ます。それから、既存の客席は幅が少し狭く、いまのト

レンドではもう少し広い形になっておりまして、再利用

的にはちょっと難しいのかなというふうに考えていると

ころです。 

 そのほか、例えば音響関係でいきますと、議会の委員

会室の音響設備等は再利用できるのではないかといった

ことや、本庁舎の地下にあります電動の書庫等は再利用

できないかというふうに考えておりまして、ほかにも幾

つかありますが、その辺もいまは検討段階という状況で

す。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 大ホールの椅子のことについて再

度質問させていただきますが、部長がおっしゃったよう

に、市民も、見た感じではまだ使える、狭いのはもとか

らなので、何十年もそういうものだと感じている市民は、

あれで十分だろう、高額な椅子を買うより、それが使え

るなら直して使ったらいいのではないかという感覚なの

です。 

 いま、項目も言いましたけれども、その項目の細分化

もちょっとわかりにくい答弁だったので、再利用の項目

については、大ホールも含めて再度検討していただきた

いなと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 暫時休憩します。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時27分 休憩 

        午前11時28分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 文化会館の観客席の再利用という点での再質問かと思

います。 

 先ほども申し上げましたとおり、狭いこともあるので

すが、金具等に強度不足が見られまして、その修理費等

も考えますと、コスト的には逆に上がるのではないかと

いうふうに考えています。また、文化会館の椅子の再利

用となりますと、新庁舎ができてからその椅子を取り外

して動かす期間は文化会館を使用できないことも生じる

など、そうしたことを総合的に判断して再利用は難しい

というふうに判断しているところです。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 椅子を修理することによってコス

トが高くなるのではないかと言われましたけれども、僕

は、経済的な面だけではなくて、再利用するという環境

面のこともしっかりと考えていくことが必要でないかと

思うわけです。 

 ですから、単に上がるのではないかということだけで

はなくて、しっかりと経済面を含めて、例えばコストが

一緒になる、期間がかかるということもございますけれ

ども、そういうものはもっとしっかりと検討されるべき

だと思います。その点について、もう一度質問させてい

ただきます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 宮田議員の再質問にお答

えいたします。 

 文化会館の客席の再利用に関しまして、そっくり持っ

ていくという形ではなく、部分的に再利用できるものは

そうした場合のコスト比較では、1,200万円ほどのアップ

になるというふうに考えております。 

 もちろん、基本的に、再利用といった環境面も大切に

考えて実施設計を進めているところでありますけれども、

先ほども申し上げましたとおり、建設コストの面も大切

であるというふうに考えてございますので、イニシャル

コストとランニングコストのバランスも考えてコストを

下げていきたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 再利用については、今後も取り組

まれるということで、次の質問をさせていただきたいと

思います。 

 ふらの版ＤＭＯ推進事業についてお伺いします。（発

言する者あり） 

 質問の１点目のふらの版ＤＭＯの市民周知は、広報な
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どで行っているということでした。ふらの観光まちづく

り戦略会議には富良野市も入っておりますが、このふら

の観光まちづくり戦略会議というのはＤＭＣと理解して

よろしいのでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 宮田議員の御質問にお答え

いたします。 

 観光まちづくり戦略会議がＤＭＣかという御質問でご

ざいますけれども、ＤＭＣではございません。ＤＭＣは、

カンパニー、いわゆる会社でございます。組織の形態と

して会社の場合はＤＭＣですが、通常の組織の呼び名と

してはオーガニゼーション、ＤＭＯが通称かと思います。 

 まちづくり戦略会議につきましては、いまは地域ＤＭ

Ｏの企画、立案等を担っている場所ということで、正式

にはＤＭＯという形にはなりませんけれども、実質的に

ＤＭＯとしての機能を行っていると認識してございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） いま、ＤＭＣではないとお答えい

ただきました。 

 それでは、いま、これで目指しているものについて、

平成28年に設立されたと言っておりますが、私は、ＤＭ

Ｏの推進事業としては、やはり会社組織になって次の段

階を踏んでいくことが大切だと考えますけれども、今後

の方向性やビジョンをどのように持っているのか、お聞

かせ願いたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 宮田議員の御質問にお答え

いたします。 

 いま、富良野地域におきましては、ふらの観光協会が

地域連携ＤＭＯという形で美瑛から６市町村での全体の

観光等を推進する立場にございます。その中で、富良野

市の観光の推進のためには、ＤＭＣの検討という形での

独自の考え方、さらに、それを実質的に運営するための

スタイルが必要だろうと考えております。本来ならばＤ

ＭＯと言ってもいいのですけれども、当初、法人格が必

要なものですから、会社等での活動が望ましいだろうと

いうことでふらの版ＤＭＣ検討委員会という名称で進め

ました。ただ、いまは、富良野市独自の観光推進のため

には、どんな形の組織がいいのか、もちろん地域ＤＭＯ

として登録するかどうかも含めて検討しております。ま

た、観光事業の推進につきましても、先ほど言いました

まちづくり戦略会議に市も含めて各種団体等が集まって

ございますので、その中で協議、検討しながら進めてご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） いまの説明では、いまは観光協会

が地域連携ＤＭＯを担って、それに提案型として観光ま

ちづくり戦略会議が携わっていて、ＤＭＣはできていな

いと。そうすると、将来の形として、ＤＭＣという会社

組織には市はかかわらないということですね。要するに、

ＤＭＣという会社組織にする場合、市はこれからどうい

うふうな立場になっていくのか、そこら辺をお聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 富良野市としては、ふらの

版ＤＭＣは地域ＤＭＯと同じ意味で使わせてもらってお

ります。富良野市独自で観光を推進するための組織、母

体ということで、その中には経済活動等も含まれますの

で、会社等が望ましいということからＤＭＣを想定して

ございます。 

 ただ、これについて、市は全く関係ない、勝手にやり

なさいというのではなくて、推進母体は地域ＤＭＯの形

になりますけれども、もちろん、その上部として、先ほ

ど言いました地域連携ＤＭＯであるふらの観光協会もご

ざいますし、富良野・美瑛広域観光推進協議会もござい

ます。さらに、富良野市内では、観光まちづくり戦略会

議といった企画、立案等を行う場もございますので、そ

れを実質的に実行する組織がいわゆるふらの版ＤＭＣあ

るいは地域ＤＭＯになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） ふらの版ＤＭＯについて、いまの

回答ですと、ふらの観光協会に委託しているのは地域連

携ＤＭＯということでよろしいですか。確認をお願いし

ます。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 宮田議員の御質問にお答え

いたします。 

 いま、日本におきましてはＤＭＯの形が３層構造にな

っておりまして、広域連携ＤＭＯは北海道全体を組織し

ております。その下の段階として、地域連携ＤＭＯとい

う形で、富良野、美瑛など６市町村を対象とした富良野

地域でのＤＭＯがありまして、いま検討しているのは富

良野市内を対象とした地域ＤＭＯでございます。ただ、

これはあくまでも法人格組織ですので、市が単独になる

とか、あるいは、市が一緒になった法人の形が必要とか、

そういったことも含めまして現在検討してございますけ
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れども、現状としては観光まちづくり戦略会議の中で企

画等を進めてございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） ちょっとわかりにくくて、ふらの

版ＤＭＯというのは、地域連携ＤＭＯの下に地域ＤＭＯ

があるという回答に聞こえたのです。 

 僕は、これは別物ではないかと思うのです。地域ＤＭ

Ｏと地域連携ＤＭＯは違っているわけですが、そうする

と、地域連携ＤＭＯ、例えば富良野、美瑛の広域観光の

つながりと一緒なのかと。いま、両方が走っていますけ

れども、その答弁からいくと、そこら辺の区分けがちょ

っとわかりにくくなるので、説明をお願いできますか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 宮田議員の御質問にお答え

いたします。 

 いま、観光政策等につきましては、国のほうではＤＭ

Ｏを対象に補助等も含めて支援を進めているところであ

ります。 

 そういう中で、地域連携ＤＭＯにつきましては６市町

村での事業で、もちろんその中にはそれぞれ個別でやる

ものもございますけれども、これを進めるというのが全

体の意義でございます。それとは全く別に、それぞれの

市町村ごと、あるいは、さらにその下の地域ごとのＤＭ

Ｏということで、地域を範囲とする活動を行っていると

ころもございます。富良野市としては、富良野市を対象

地域としたＤＭＯが必要かどうかを含めていま検討して

おりますけれども、市内単独での観光の推進につきまし

ては、別途、ふらの観光まちづくり戦略会議等で進めて

ございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） いまのお話ですと、地域連携ＤＭ

Ｏを推進しているということです。 

 しかし、私は、今後は、やはり、地域ＤＭＯというこ

とで、連携を含めて、地域としての力、取り組みが非常

に大事になってくると思います。そういうことと並行し

て、ブランディングも含めて地域として取り組んでいく

ことが大事だと思うのですけれども、最後にその点につ

いて再質問させていただけますか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長後藤正紀君。 

○経済部長（後藤正紀君） 宮田議員の御質問にお答え

いたします。 

 地域のブランディングということでございますけれど

も、これにつきましては、非常に重要な考え方だと思っ

てございます。富良野は、非常に知名度が高いです。さ

らに、富良野・美瑛は観光地としても非常に人気のある

ところでございますので、このブランディングをさらに

向上するために、名称を発展させるために、特にいまは

満足度調査を進めてございますので、ブランディングの

ほうを進めてまいりたいと思ってございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 １番宮田均君。 

○１番（宮田均君） 最後に、体育施設について、公式

試合のできるラグビー・サッカー場の新設についてお伺

いしたいと思います。 

 市長答弁にあったように、要望が出ているということ

で、優先順位としてはスポーツセンターの整備が先の事

業になるという説明をお聞きしました。 

 しかし、前段でも申したように、富良野のラグビーの

歴史、そして、全国大会出場も果たしていること、さら

にはサッカーについても、ワールドカップあるいはテレ

ビなどで盛り上がりがある中で、富良野に公式試合ので

きるラグビー・サッカー場が必要だと僕は考えるのです。 

 いまはできないということですが、端的に言って、今

後の方向性について何か光あるものがありましたら、お

聞きしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） 宮田議員の再質問にお答えさせて

いただきます。 

 体育施設の整備、充実ということは、富良野市のスポ

ーツ振興あるいは市民の健康に向けても重要な案件とい

うふうに理解させていただいております。 

 ただ、いま申し上げたとおり、いまの段階においては、

市の整備計画では優先順位がスポーツセンターとなって

おりますので、その部分については御理解をいただきた

いというふうに思います。 

 この後のスポーツ施設の整備の考え方になりますけれ

ども、圏域の人口を全部入れても４万人ちょっとという

ような状況になってまいりました。そういった中で、充

実した体育施設、スポーツ施設を整備していくことは、

決して一自治体でやることがベストというふうには考え

ておりません。今後は、圏域が力を合わせて、公式の競

技に対応できるような整備をしていくというのが求めら

れてくるかなというふうに思っております。広域での検

討も含めて、この後の整備計画を考えていきたいという

ふうに思っておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 
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○議長（黒岩岳雄君） 以上で、宮田均君の質問は終了

いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、本日の日程は終了いた

しました。 

 明13日、16日は議案調査のため、14日、15日は休日の

ため、休会であります。 

 17日の議事日程は、当日御配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

                午前11時46分 散会
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